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周
年
・
上
場
記
念
し
式
典

鴨
下
氏
が
来
賓
挨
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未
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モ
デ
ル
に
」
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介
護
保
険
の
利
用
者
と
し

て
最
も
対
応
を
迫
ら
れ
る
の

は
一
人
暮
ら
し
の
後
期
高
齢

者
だ
ろ
う
。
同
居
家
族
が
い

れ
ば
、
認
知
症
者
に
な
っ
て

も
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
使
い
こ

な
し
な
が
ら
の
継
続
生
活
は

可
能
か
も
し
れ
な
い
。
夫
婦

二
人
で
互
い
に
支
え
あ
い
な

が
ら
の
共
暮
ら
し
は
多
い
。

だ
が
、
一
人
暮
ら
し
に
な
る

と
難
し
い
。
そ
の
実
像
把
握

が
重
要
に
な
る
。

　
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
が

月

日
、
都

道
府
県
別
に
２
０
５
０
年
ま

で
の
世
帯
数
の
将
来
推
計
を

公
表
し
た
。
そ
の
中
で
「


歳
以
上
の
独
居
」
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
探
っ
て
み
る
。

　

歳
以
上
の
全
国
の
単
独

世
帯
は
、
２
０
５
０
年
に
は

７
０
４
万
世
帯
と
な
り
、


年
の
４
１
７
万
２
０
０
０
世

帯
か
ら

・
７
％
も
増
え
る
。

団
塊
世
代
だ
け
で
な
く
団
塊

ジ
ュ
ニ
ア
世
代
も
含
ま
れ
る

の
で
、

年
間
の
増
加
率
は

大
き
く
な
る
。
全
都
道
府
県

で
増
加
す
る
が
、
個
別
に
み

て
い
く
と
ど
う
な
の
か
。

　
「

歳
以
上
の
独
居
」
が


年
時
点
で
最
も
多
い
の

は
、

年
時
点
と
変
わ
ら
ず

東
京
都
で
あ
る
。

万
人
と

な
り
、

年
の

万
７
０
０

０
人
か
ら

・
５
％
増
の


万
人
も
増
え
る
。

　
東
京
都
に
次
い
で
多
く
な

る
の
は
、

万
人
の
神
奈
川

県
、
万
５
千
人
の
大
阪
府
、


万
人
の
愛
知
県
、

万
５

千
人
の
埼
玉
県
、

万
人
の

千
葉
県
の
順
と
な
る
。以
下
、

兵
庫
県
、北
海
道
、福
岡
県
、

京
都
府
と
続
く
。

　
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の

は
、
神
奈
川
、
埼
玉
、
千
葉

の
首
都
圏
３
県
の
増
加
率
で

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、

年
に

は

万
人
、

万
人
、

万

人
だ
っ
た
。
そ
れ
が

年
に

か
け
て

％
増
、
１
０
３
・

９
％
増
、

・
５
％
増
と
い

ず
れ
も
２
倍
前
後
の
驚
異
的

な
増
え
方
に
な
る
と
い
う
。

神
奈
川
県
は
大
阪
府
を
抜
い

て
２
位
に
浮
上
す
る
。

　
２
０
５
０
年
ま
で
に
、
こ

の
１
都
３
県
で
の
介
護
保
険

利
用
者
の
急
増
が
確
実
と
い

う
こ
と
だ
。
「
１
都
３
県
問

題
」
と
か
ね
て
か
ら
指
摘
さ

れ
て
は
い
た
が
、
改
め
て
問

題
の
深
刻
度
が
確
認
で
き

る
。

　
な
か
で
、
東
京
都
の
突
出

ぶ
り
が
目
を
引
く
。
「

歳

以
上
の
独
居
」
者
数
は
、


年
時
点
で
の
２
位
と
の
差
を

大
き
く
広
げ
た
。

年
に
は

２
位
の
大
阪
府
と

万
７
千

人
し
か
差
が
な
か
っ
た
が
、


年
に
な
る
と
２
位
の
神
奈

川
県
を
２
倍
近
い

万
人
も

引
き
離
す
。
２
位
よ
り
も
６

割
近
く
も
多
く
な
る
。

歳

以
上
の
人
口
う
ち
の
独
居
率

を
み
る
と
、
全
国
平
均
が


・
９
％
な
の
に
対
し
て
、
東

京
都
は
７
ポ
イ
ン
ト
も
多
い


・
７
％
で
断
然
第
１
位
で

あ
る
。

　
ま
た
、
世
帯
主

歳
以
上

の
世
帯
の
中
で
、
独
居
者
が

全
世
帯
の
中
に
占
め
る
比
率

で
も
全
国
平
均
は

・
２
％

な
の
に
対
し
て
、
東
京
都
が


・
３
％
と
突
出
し
て
第
１

位
で
あ
る
。
家
族
や
夫
婦
と

の
同
居
が
全
国
で
最
も
少
な

い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
大

都
会
な
ら
で
は
の
シ
ン
グ
ル

生
活
者
が
後
期
高
齢
者
に
な

っ
て
も
多
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　
一
人
暮
ら
し
で
も
趣
味
や

地
域
活
動
に
熱
心
な
高
齢
者

は
多
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、


歳
を
超
え
る
よ
う
に
な
る

と
、心
身
の
衰
弱
は
進
行
し
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
在
宅

サ
ー
ビ
ス
の
中
で
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護（
小
多
機
）

や
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
（
看
多
機
）
、
あ
る
い
は

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪

問
介
護
看
護
な
ど
が
一
人
暮

ら
し
を
継
続
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。
と

は
い
え
、
採
算
を
重
視
す
る

事
業
者
は
参
入
に
腰
が
引
け

て
い
る
。
十
分
に
普
及
し
て

い
る
と
は
言
い
難
く
、
地
域

格
差
が
大
き
い
。

　
１
都
３
県
の
保
険
者
で
あ

る
基
礎
自
治
体
は
、
こ
う
し

た
目
の
前
の
高
齢
者
像
を
し

っ
か
り
視
野
に
入
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。
在
宅
サ
ー
ビ
ス
で

支
え
る
の
が
難
し
く
な
る
可

能
性
が
高
く
、
施
設
需
要
が

さ
ら
に
高
ま
り
そ
う
だ
。
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ア
ズ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
（
東
京
都
千
代
田
区
）
は


月

日
、
創
業

周
年
と
４
月
の
株
式
上
場
を
記
念

し
都
内
で
式
典
を
催
し
た
。
介
護
事
業
を
展
開
す
る

法
人
や
取
引
先
企
業
な
ど
６
１
６
名
が
参
加
。
業
界

の
未
来
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
発
表
し
た
。

　
式
典
の
テ
ー
マ
は
「
Ｃ

ｈ
ａ
ｎ
ｇ
ｉ
ｎ
ｇ
　

ｔ
ｈ

ｅ
　

ｆ
ｕ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
」
。

１
年
前
に
社
内
で
選
抜
さ

れ
た
若
手
社
員
７
名
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
し
、

テ
ー
マ
設
定
や
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
企
画
、当
日
の
司
会
、

投
影
映
像
の
制
作
な
ど
を

行
っ
て
き
た
。

　
植
村
健
志
社
長
は
「
創

業
以
来
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
そ
れ

を
楽
し
ん
で
き
た
。
こ
の

企
業
風
土
と
文
化
で
事
業

を
発
展
さ
せ
、
介
護
業
界

を
社
会
的
評
価
の
高
い
業

界
に
変
え
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
た
。同
社
は
現
在
、

介
護
付
き
ホ
ー
ム

施

設
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ

事
業
所

を
展
開
。
「
今
後
も

室

以
上
の
規
模
の
ホ
ー
ム
を

作
っ
て
い
く
」
と
し
た
。

新
規
事
業
で
は
、
介
護
業

務
効
率
化
支
援
シ
ス
テ
ム

「
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｏ
　

ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
」

を
活
用
し
た
介
護
Ｄ
Ｘ
サ

ポ
ー
ト
事
業
を
広
げ
て
い

く
方
針
。

　
各
事
業
部
役
職
者
や
社

外
取
締
役
・
監
査
役
を
紹

介
し
た
の
ち
、
元
環
境
大

臣
・
元
衆
議
院
議
員
の
鴨

下
一
郎
氏
が
来
賓
挨
拶
を

行
っ
た
。
「
介
護
保
険
創

設
か
ら

年
以
上
が
経
過

し
制
度
の
限
界
も
見
え
て

き
た
今
、
ど
の
よ
う
な
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
必
要
な

の
か
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
な

ど
に
よ
り
介
護
保
険
だ
け

に
頼
ら
な
い
モ
デ
ル
を
い

ち
早
く
打
ち
出
し
て
き
た

ア
ズ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
の
今

後
に
期
待
し
た
い
」
と
激

励
し
た
。

　
上
場
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の

ほ
か
、
本
式
典
の
テ
ー
マ

を
タ
イ
ト
ル
と
し
た
動
画

も
上
映
し
た
。
こ
れ
は
、

Ａ
Ｉ
ケ
ア
プ
ラ
ン
な
ど
の

活
用
に
よ
る
未
来
の
科
学

的
介
護
を
描
い
た
も
の
。

こ
れ
ま
で
に
約
１
７
０
名

の
新
卒
を
採
用
し
て
き
た

同
社
で
は
、
「
介
護
Ｄ
Ｘ

人
材
」
の
育
成
も
進
め
ら

れ
て
い
る
。
新
卒

年
目

の
伊
藤
太
朗
さ
ん
、
新
卒

３
年
目
の
松
井
友
美
さ
ん

ら
は
「
私
た
ち
が
介
護
を

変
え
る
。
こ
の
国
の
未
来

を
変
え
る
」
と
決
意
表
明

を
行
っ
た
。

◀
植
村
社
長
が
役
職
者
一
人
ひ
と

り
を
紹
介

▲新卒入社した職員らによる決
意表明


